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ン
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4
斗
A

方
向
の
立
場
か
ら
見
た
る
過
程
の
線
放
的
な
諸
型
、
井
に
非
線

取
的
友
、
即
ち
循
環
的
一
方
及
び
安
易
的
に
再
起
反
復
的
宏
諸
型

既
に
述
べ
し
如
く
に
、
過
程
は
も
ら
/
¥
の
向
き
の
諸
方
向
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
一
の
過
程
の
存
在
を
泊
じ
て
、

一
の
興
へ
ら
れ
た
る
方
向
の
向
き
及
び
方
向
共
物
が
旋
ら
な
い
左
ら
ば
、
北
ハ
の
過
程
の
郡
一
は
興
へ
ら
れ
た
る
方
向
及
び
向
き
に
闘
す

る
限
り
、
線
欣
的
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
。

空
間
的
方
向
に
閲
し
て
は
、
紘
軟
性
と
は
一
の
港
問
的
中
心
か
ら
他
の
宗
一
間
的
中
心
へ
、
同
一
一
線
に
治
ふ
て
進
行
ナ
る
過
程
の
皐

位
の
山
ら
な
い
運
動
を
意
味
「
る
の

「
時
的
並
行
中
に
文
明
の
中
心
は
熱
帯
地
方
よ
り
家
祢
地
方
へ
、
北
方
に
向
A

て
移
動
す
る
L

と
か
・
「
文
明
の
流
れ
は
時
的
諮
行
中
に
山
総
地
か
ら

平
原
地
へ
下
っ
て
行
〈
」
と
か
一
五
ふ
が
如
き
殺
迷
に
於
て
は
、
世
曾
的
過
程
は
時
の
並
行
中
、
と
ら
れ
た
る
空
間
的
向
き
か
ら
根
本
的
に
は
金
〈
曲
、
b

ず
に
、
一
の
空
間
的
中
心
か
ら
他
の
空
間
的
中
心
へ
動
〈
、
と
し
て
、
或
は
放
射
す
る
と
し
て
表
現
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

量
的
方
向
に
適
用
さ
れ
る
と
、
線
放
性
と
は
過
程
は
共
の
存
在
の
期
間
増
大
す
る
か
、

又
は
減
小
す
る
か
、
叉
は
恒
定
的
で
あ
る

か
を
意
味
す
る
。
そ
う
し
て
時
の
進
行
中
に
人
聞
の
知
力
は
袋
K
増
大
す
る
と
か
、
迷
信
は
毎
k

減
小
す
る
と
か
主
張
す
る
様
た
理

論
は
、
線
て
過
程
の
量
的
紘
朕
仕
を
認
め
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

時
間
的
方
向
に
遁
附
さ
れ
る
揚
ム
ロ
に
は
、
山
根
駅
性
は
只
過
程
は
一
時
結
か
ら
他
の
時
貼
へ
、

つ
ま
り
温
古
か
ら
現
在
へ
、
叉
現
在

か
ら
照
来
へ
か
、
又
は
北
(
の
逆
へ
か
、
曲
ら
た
い
進
行
を
持
績
す
る
と
云
ふ
と
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
う
し
て
只
時
間
的

方
向
だ
け
の
線
欣
性
は
、
特
殊
的
に
意
味
あ
る
慨
念
で
は
友
い
。
是
れ
か
L
る
線
放
牲
は
、
方
向
の
立
揚
か
ら
見
れ
ば
、
遇
税
の
一

切
の
型
、
即
ち
級
紙
的
規
に
も
非
線
航
的
型
に
も
、
適
用
し
得
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ど
本
間
的
及
び
共
の
他
の
諸
方
向
と
結



合
す
る
場
合
に
は
、
夫
れ
は
持
一
だ
明
売
な
特
殊
的
意
義
を
有
す
る
。
例
へ
ば
過
程
の
加
速
い
民
一
試
は
減
漣
皮
の
如
き
概
念
に
於
て
は
、

時
間
は
必
然
的
一
要
素
に
し
て
、
加
一
流
一
度
と
は
経
々
増
大
す
る
テ
ム
ポ
を
意
味
す
る
、
或
は
振
幅
及
び
種
類
に
於
て
安
ら
友
い
鑓
動

の
賢
現
に
於
け
る
、
時
間
の
消
費
が
徒
k

遁
滅
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

か
L

る
過
程
に
あ
り
て
は
、
時
間
的
線
航
性
が
量
的
或
は

質
的
方
向
の
線
状
性
と
結
合
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
向
ほ
又
五
同
人
が
何
時
で
も
生
産
或
は
再
生
産
さ
れ
得
る
諸
過
程
に
劉
立
さ
せ
て
、

只
特
殊
友
ム
時
期
に
於
て
の
み
起
。
、
反
復
或
は
同
復
さ
れ
難
い
諸
過
税
に
就
て
巧
へ
る
場
合
に
も
、
時
間
的
紘
扶
性
は
特
妹
校
意

味
九
包
有
す
る
の
で
あ
る
。
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川

M
m
m
性
は
完
全
に
は
法
制
し
伺
ら
れ
な
い
。
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小山ハれ

2
え
に
泉
佐

れ
る
B
質
に
移
り
行
く
か
、
又
は

A
B
C
.
D
.
等

ω種
々
な
る
諸
国
孔
の
一
系
列
を
通
過
し
て
行
く
揚
ム
口
に
は
、
か
ミ
る
移
行
は
級
以
的

で
も
非
総
伏
的
で
も
な
い
。
児
定
期
か
ら
成
人
矧
及
び
老
人
別
へ
の
移
り
行
き
ゃ
、

汁
人
は
ロ

1
7
ネ
ス
ク
建
築
様
式
か
ら
や
コ
シ
ッ
ク

建
築
様
式
へ
、
又
夫
れ
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
様
式
へ
の
移
り
行
き
た
ぞ
に
於
て
は
、
北
ハ
の
系
列
は
紋
欣
的
で
も
非
線
欣
的
で
も
な

く
、
本
質
的
に
相
互
に
異
な
り
、

そ
う
し
て
如
何
な
る
仕
方
に
於
て
も
、
州
刷
版
性
や
非
紘
山
肌
刊
の
概
念
と
は
連
結
し
て
居
な
い
質
的

諸
欣
態
の
一
連
総
戸
に
あ
る
。
抽
出
て
此
等
の
場
合
に
於
て
、
仙
川
伏
性
と
云
へ
ば
つ
ま
り
質
的
諸
般
態
の
連
続
に
於
け
る
一
定
の
費
一
的

順
序
を
意
味
す
る
も
の
に
し
て
、

そ
う
し
で
是
れ
が
印
ち
質
的
い
刷
版
性
の
概
念
が
事
寅
上
布
し
作
る
唯
一
の
意
味
で
あ
る
。
ム
」
云
ふ

。
士
、

t
手
コ

T
甘
苦
犬
色
、
〉
車
一
山
H

こ
そ
ご
、

t
l
F止色一
T
V庁
長
自
主
一
W
H汁
?
H
e
d
L
O
千

↓

方
d

一
定
の
質
が
進
歩
的
に
明
大
し
或
は
減
少
す
る
時
に
は
、

か
弘
通
る
総
収
性
は
量
的
と

在
る
か
、
又
は
夫
れ
と
結
合
す
る
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
3

さ
れ
ば
線
収
性
が
符
的
方
向
に
遁
別
さ
、
札
る
時
に
は
、
夫
れ
は
只
量
的

又
は
共
他
の
方
向
と
結
合
す
る
に
於
て
の
み
、
且
つ
意
味
の
若
干
友
特
殊
的
蔭
に
針
し
て
の
み
、
意
義
を
有
L
得
る
の
で
あ
る
。

世
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式

第
四
十
六
巻

ヨ王

C 

第
四
時
叫

-一
一



世
合
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

まE

O 

第
四
銃

四・

線
放
性
の
概
念
が
過
程
の
四
種
の
主
要
方
向
に
適
用
さ
れ
る
揚
合
に
、
之
れ
に
賦
興
さ
れ
る
一
般
的
意
味
は
以
上
述
ぺ
し
が
如
き

も
の
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
そ
う
し
て
此
等
の
も
ろ
/
¥
の
線
航
性
が
結
合
さ
れ
る
揚
合
に
生
や
る
結
果
は
、
綿
合
的
或
は
累
積
的

級
紙
位
に
し
て
、
夫
れ
は
例
へ
ば
加
速
度
及
び
減
速
度
、
膨
脹
及
び
牧
縮
、
純
粋
性
の
逓
増
及
び
遁
減
等
々
に
於
て
見
ら
れ
る
が
如

き
も
の
で
あ
る
。

却
沿
線
以
性
共
物
は
、
油
開
悼
の
方
向
に
結
び
附
け
て
考
へ
ら
れ
る
と
、
車
線
的
、
振
動
的
、
螺
線
的
及
び
分
校
的
紘
欣
性
の
四
つ

の
主
要
形
式
に
分
た
れ
る
3

肌
(
へ
ら
れ
た
る
方
向
の
山
き
が
、

一
の
遇
税
の
存
枚
を
一
泊
ビ
て
同
一
で
あ
り
、
共
の
紘
酌
傾
向
か
ら

す
l
円
U
l
i
}
L
H
L
J
?
弘
、

E

、，
P
L

U
N
H
μ
J
a
t
同
μ
戸
町
亨
ん
し
L
叫

J
F
t

共
の
泊
棋
は
…
単
純
的
ご
あ
る
。
併
し
主
一
説
校
総
的
傾
向
は
絞
ら
な
い
が
、

礼、

¥
F
L
a
J
m
y
H
4
3
H
d
k
F
E

E
J
t
tす
れ

Y
一寸ノ

H
F
U
H
E

が
、
時
々
+
大
れ
か
ら
曲
る
或
は
偏
よ
る
揚
ム
口
に
は
、
北
ハ
の
曲
る
或
は
偏
よ
る
仕
方
如
何
に
よ
り
て
、
振
動
的
或
は
蝶
線
的
或
は
分
校

的
判
帆
似
性
が
現
は
れ
る
の
で
る
る
。

今
諸
過
釈
は
本
来
再
起
的
或
は
反
復
的
で
あ
る
が
放
に
、
方
向
の
車
線
型
を
有
し
得
な
い
。
売
し
一
の
過
程
が
共
の
存
在
を
通
じ

て
車
線
的
に
進
行
す
る
な
ら
ば
、
夫
れ
は
愛
化
、
句
切
り
、
階
段
等
々
を
有
し
泣
い
一
直
線
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
全
く
簡
も
、

環
も
、

ス
ト
ッ
プ
も
有
し
た
い
。
か
く
て
再
起
或
は
反
復
の
可
能
性
を
全
く
有
し
た
い
e

要
す
る
に
再
起
的
或
は
反
復
的
過
程
が
成

立
す
る
矯
め
に
は
、
主
要
な
る
線
的
傾
向
か
ら
如
何
様
か
の
曲
り
或
は
偏
り
が
、
印
ち
宗
間
的
、
時
間
的
、
量
的
或
は
質
的
方
向
の

何
れ
か
の
向
き
に
於
付
る
或
礎
化
が
必
要
寸
る
る
。

再
起
的
或
は
反
復
的
誇
過
程
に
於
て
は
、
叉
各
過
程
の
繰
り
返
さ
れ
る
詩
方
面
に
於
て
は
、
続
出
恥
性
は
振
動
的
な
も
の
か
、
螺
旋
的
な
も
の
か
、
又

は
分
校
的
な
も
の
か
で
あ
り
得
る
が
、
日
早
線
的
な
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
う
し
て
振
動
的
線
欺
性
に
あ
り
で
は
、
方
向
の
向
き
の
運
動
は
嬰
化
す

る
と
も
、
其
キ
の
費
化
は
全
く
第
二
次
的
及
び
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
振
動
的
線
朕
過
程
は
短
い
期
間
夫
れ
の
主
製
方
向
か
ら
問
り
た
後
、
又



も
と
の
進
行
を
取
り
尽
し
、
か
〈
て
夫
れ
の
存
在
の
ヰ
一
棟
を
劫
ピ
て
、
巾
つ
て
は

X
戻
り
曲
つ
て
は
又
照
り
、
綴
け
る
の
で
あ
る
。
何
ほ
叉
仮
勤
線
は

量
的
、
質
的
或
は
空
間
的
方
向
、
或
は
其
等
の
方
向
の
二
つ
又
は
総
て
の
結
合
を
意
味
し
侍
る
。

螺
旋
的
線
mm
性
は
大
に
振
動
的
線
駄
性
に
似
て
居
る
。
そ
う
し
て
繭
者
の
主
要
な
差
問
一
は
、
つ
宮
り
川
崎
旋
的
絞
れ
抗
性
は
主
要
方
向
島
、
b
の
第
二
次
的

曲
η
或
は
偏
り
の
生
起
及
び
性
質
に
於
け
る
一
居
大
な
る
規
律
性
、
或
は
主
要
方
向
か
、
b

の
一
切
の
巾

n
或
は
偏
り
に
於
け
る
一
府
大
な
る
斉
一
性
を

合
む
と
一
五
ふ
事
究
に
於
て
成
立
す
る
。

終
り
に
分
校
的
線
扶
性
は
、
幾
多
の
校
に
分
れ
る
が
、
其
当
の
放
の
哉
と
も
多
〈
は
、
著
し
き
問
り
或
は
偏
り
に
拘
ら
ず
、
山
川
ほ
主
要
な
方
向
及
び

向
き
を
問
持
し
で
肘
る
患
の
抱
判
刊
に
於
て
、
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
台
。

再
起
或
は
反
伎
の
第
一
典
型
と
し
て
の
線
以
的
典
出
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、

以
上
山
一
剛
一
過
し
来
れ
る
庭
に
よ
り
で
接
ぽ

l
'
D
!川
、

多
A
1

目

J
J
4
2
h

"

イ

O

リ

刀

ル

+
ー
に
は
一
の
郊
A

一
比
八
川
一
一
と
し
て
の
術
浸
的
処
叩
を
ザ
必
然
す
る
。

今
此
の
内
相
は
完
会
術
礎
的
と
比
較
的
術
礎
的
と

K
分
た
れ

得
る
。
完
全
循
環
的
過
税
に
於
て
は
、
阻
(
へ
ら
れ
た
る
再
起
或
は
反
復
の
最
後
の
位
相
或
は
階
段
は
、
夫
れ
の
最
一
初
の
位
相
或
は
階

段
に
立
ち
戻
り
、
そ
う
し
て
循
環
は
再
び
始
ま
り
、
前
に
通
過
せ
る
と
同
巳
道
を
通
過
し
て
行
〈
。
併
し
比
較
的
循
環
過
程
に
於
て

は
、
再
起
或
は
反
復
す
る
過
釈
の
方
向
は
、
前
の
再
起
或
は
反
復
の
系
列
の
方
向
と
、
完
全
に
は
合
致
し
友
ぃ
。

一
の
循
環
凶
と
他

の
循
環
闘
と
の
聞
に
は
、
或
的
り
或
は
或
偏
り
が
あ
る
。
併
し
比
較
的
循
環
過
税
は
線
以
型
、
殊
に
れ
制
動
烈
及
び
分
校
引
と
は
異
な

り
て
、
本
来
会
く
主
要
方
向
或
は
主
要
道
を
有
せ
守
、
そ
う
し
て
只
部
分
的
に
前
の
方
向
に
反
る
だ
け
で
あ
る
。
但
し
振
動
的
及
び

分
校
的
線
放
過
程
は
か
L

る
主
要
方
向
或
は
主
要
道
を
有
す
る
が
、
併
し
夫
れ
の
再
起
或
は
反
復
に
於
て
は
、
決
し
て
二
度
と
同
じ

跡
を
踏
ん
で
行
か
な
い
の
で
る
る
。

場
合
に
は
、

循
環
的
過
程
も
線
状
的
過
程
と
同
日
し
〈
、
四
稀
の
方
向
を
有
し
得
る
。
先
づ
均
一
間
的
方
向
に
就
て
考
へ
る
に
、
其
の
均
九
聞
が
幾
何
撃
的
空
間
で
あ
る

一
の
過
程
が
循
環
的
で
あ
る
と
一
五
ふ
こ
と
は
、
犬
れ
は
図
形
的
に
動
き
、
日
つ
奥
へ
ら
れ
た
る
循
環
闘
の
最
終
空
間
勤
は
夫
れ
の
最
初
空

祉
舎
的
文
化
的
回
世
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

ヨ王

O 

第
四
銃

主王



社
合
的
文
化
的
措
型
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

五

O
四

第
四
挽

占r、

周
黙
と
合
致
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
し
て
完
令
循
環
過
程
に
於
て
は
一
一
切
の
一
件
起
或
ほ
反
復
の
空
珂
的
机
遣
は
精
瀞
に
同
一
で
あ
る
。
是
れ
と

異
な
り
て
比
較
的
循
環
過
程
に
於
て
は
、
夫
円
い
は
冊
目
て
心
部
分
に
於
て
精
約
に
同
一
で
あ
る
の
で
な
い
が
、
併
し
興
へ
ら
れ
た
る
循
坂
闘
の
最
終
結
は
、

夫
れ
の
最
初
鮎
に
一
応
る
の
で
あ
る
。

次
に
設
的
方
向
に
机
て
考
へ
る
に
、
先
人
L

術
改
氾
町
村
い
に
於
て
は
、
各
冊
川
環
闘
の
も
ろ
/
¥
の
宜
的
向
き
の
州
制
は
、
只
也
一
等
の
向
告
白
紙
績
に
於
て

同
一
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
各
々
の
向
き
の
振
幅
に
於
て
も
同
一
で
あ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
共
の
泊
料
の
一
一
切
の
術
環
闘
の
も
ろ

f
¥
の
設
的
曲

線
は
相
意
ね
合
ば
さ
れ
る
と
、
精
日
乾
に
相
九
円
致
す
る
て
あ
ら
う
。
之
れ
と
梨
な
り
て
、
比
較
的
術
環
辺
位
に
於
て
は
、
各
再
起
或
は
反
復
の
も
ろ
/
¥

の
曲
線
は
、
振
幅
に
闘
し
て
も
、
其
他
何
れ
の
関
係
に
於
て
も
、
人
T

〈
は
同
一
で
あ
る
の
で
な
い
が
、
相
川
し
量
的
方
向
の
も
ろ
/
¥
の
向
き
の
主
要
な

る
紙
績
は
務
、
い
な
い
、
そ

3
し
て
各
再
起
或
ぽ
反
復
内
最
務
総
は
、
景
品
川
に
大
れ
の
出
渡
航
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
じ

次
に
質
的
一
刀
叫
に
机
て
考
へ
ら
に
、
先
ふ
一
軒
川
城
辺
住
に
あ
り
て
は
、
H
N
(

山
治
程
山
川
町
一
日
い
は
各
行
起
或
は
い
は
ん
伐
に
於
げ
る
州
1

し
剖
凶
作
相
或
は
附
防
止
、

一
の
持
一
日
山
脈
納

mwげ
に
於
L
担
泌
す
る
♂
U
F
の
守
フ
れ
か
く
亡
m
h
¥
ら
れ

b
ノM

約
起
戒
は
反
復
的
最
終
山
知
的
断
態
は
、

h
M
批
の
質
的
批
態
と
同
一
で

あ
り
、
そ
う
し
て
循
環
闘
は
拘
び
夫
れ
の
曲
、
b
な
い
、
侃
ら
な
い
準
行
を
始
め
る
て
あ
ら
う
。
之
れ
と
異
な
り
て
比
較
的
循
環
過
程
に
あ
り
て
は
、
各

循
環
闘
に
於
て
沼
迦
さ
H
V

る
も
ろ
/
¥
の
質
的
扶
態
白
紙
縞
順
序
は
全
〈
境
、
り
ず
、
又
最
終
の
質
的
附
段
は
最
初
の
質
的
階
段
に
戻
る
が
、
併
し
も
ろ

y
¥
の
質
的
批
態
は
強
度
、
純
粋
性
の
度
合
、
濃
淡
の
皮
合
、
及
び
其
他
の
閥
係
に
於
て
、
比
(
内
遇
制
村
を
泊
じ
亡
何
環
附
か
、
b
加
川
環
倒
へ
と
精
一
軒
に
は

相
臨
し
な
い
の
で
あ
る
。

終
り
に
時
間
的
方
向
に
就
亡
考
へ
る
に
、
循
環
的
反
復
に
あ
り
で
は
、
過
程
の
時
間
的
方
向
は
只
他
の
諸
方
向
と
結
合
す
る
時
に
の
み
、
意
義
を
有

ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
か

L
る
再
起
或
は
反
復
は
も
ろ
/
¥
の
循
環
附
の
時
間
杭
相
或
は
諸
階
段
、
或
は
も
ろ
/
¥
の
循
環
閥
会
惜
其
物
に
闘
し

て
、
何
れ
の
種
類
の
迦
矧
性
で
あ
る
に
せ
よ
、
一
の
週
期
的
時
間
律
動
吉
岡
M
O
L
E
-
z
u
n
ユ
ミ

F
E
例
へ
ば
阿
国
w

戸
時
グ
回
目
白
ム

MEn-
の
律

動
在
意
味
す
る
。
此
出
品
に
迦
期
性
と
は
冊
問
団
弘
樹
又
ぽ
夫
引
い
の
一
階
段
、
一
休
相
が
質
現
さ
れ
る
時
間
は
、
何
れ
の
循
環
闘
に
於
て
も
、
又
は
何
れ
の
循

環
闘
の
他
と
相
劉
躍
す
る
同
一
の
階
段
に
於
て
も
、
麗
ら
な
い
こ
正
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
L

る
意
味
に
於
て
、
時
間
的
句
切
り
は
輿
へ

ら
れ
た
る
循
環
闘
の
系
列
に
於
て
、
再
起
或
は
反
復
か
ら
再
起
或
は
反
復
へ
と
繰
り
返
し
て
行
〈
。
さ
れ
ば
か

L

る
規
律
的
組
期
性
に
聞
し
て
、
過
程

は
夫
れ
の
時
間
的
方
向
に
於
て
循
環
的
で
あ
る
と
一
百
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
一
の
過
程
が
一
切
の
方
向
に
於
て
完
全
に
循
環
的
で
あ
る
時

に
は
、
夫
れ
は
紺
剖
的
に
循
環
的
と
な
問
、
然
、
U
ざ
れ
ば
或
方
向
に
於
て
は
完
全
に
筒
環
的
で
あ
旬
刊
日
る
が
、
仙
の
諸
方
向
に
於
て
は
比
較
的
に
循
環

的
で
あ
り
符
る
か
、
又
は
公
〈
循
環
的
で
あ
り
得
な
の
い
で
あ
る
。



却
設
是
れ
ま
で
に
論
誠
一
し
来
れ
る
如
く
、
再
起
的
或
は
反
復
的
過
程
に
於
て
は
、
先
づ
二
つ
の
基
本
的
た
型
或
は
典
型
が
匝
別
さ

れ
る
の
で

b
る
が
、
五
口
々
は
更
に
第
三
の
基
本
的
型
或
は
典
型
を
認
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
、
之
を
鑓
易
的
或
は
創
造
的

に
再
越
的
或
は
反
復
的
た
型
或
は
典
型

E
-
5
7
q
2
2
2
2
Z一}、

-
2
2
-
o王
宮
寄
三

2
3
J》
σ

と
僻
し
た
い
と
忠
ふ
。
夫
れ
ほ
っ

ま
り
絶
針
的
に
同
一
的
で
は
な
く
、
そ
う
し
て
連
績
的
諸
階
段
は
常
に
線
状
的
で
あ
る
の
で
も
、
循
環
的
で
あ
る
の
で
も
な
く
、
叉

は
不
時
史
的
で
お
る
の
で
も
、

規
律
的
で
あ
る
の
で
も
な
く
し
て
、

種
々
に
縫
易
す
る
慮
の
再
芯
収
は
反
復
、

部
ち
一
の
晴
段
或
は

環
に
於
て
は
線
状
的
に
し
て
、
他
の
階
段
或
は
環
に
於
て
は
振
動
的
、
第
二
一
の
階
段
或
は
環
に
於
て
は
循
環
的
、
共
他
の
階
段
或
は

績
に
於
て
は
曲
制
的
等
々
で
あ
り
得
る
段
の
、
も
ろ
/
¥
の
再
却
f
r

立
は
反
従
に
訪
問
さ
れ
る
も
の
で
あ
ゐ
，
か
〈
可
此
の
刑
或
は
胤
(

型
は
、

一
切
の
過
程
叫
は
必
す
し
も
翠
て
不
受
友
主
要
傾
向
を
有
ず
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
掲
示
す
る
が
故
に
、
線
欣
論
者
の

理
論
に
背
随
し
、
同
様
な
仕
方
に
て
循
環
論
者
の
主
張
を
も
否
定
し
、
そ
う
し
て
方
向
の
蟹
異
及
び
縫
化
に
拘
ら
や
ヘ
再
超
或
は
反

復
の
行
は
れ
て
居
る
こ
と
を
承
認
す
る
に
於
て
、
間
早
濁
論
者
の
設
に
も
背
糊
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
夫
れ
は
夫
れ
自
身
の
中
に
軍

凋
論
、
循
環
論
及
び
線
欣
論
等
の
一
一
切
を
包
含
し
て
居
る
が
、
併
し
共
等
の
何
れ
を
も
只
一
要
素
と
し
て
、
印
ち
只
歴
史
的
或
は
枇

舎
的
文
化
的
運
動
の
或
過
程
、
或
は
或
方
面
に
適
用
さ
れ
る
だ
け
の
も
の
と
し
て
承
一
巡
す
る
の
で
、
決
し
て
歴
史
的
或
は
枇
合
的
文

化
的
運
動
の
一
切
の
過
程
或
は
方
面
に
通
用
さ
れ
る
も
の
と
は
、
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
此
の
務
易
的
再
起
型
或
は
反
復
型
は
、
此
等
地
帽
て
の
慨
念
の
長
と
も
成
大
友
、

叉
日
曜
と
も
塑
富
左
も
の
で
る
る
。
土
へ
れ
は

一
の
歴
史
的
過
程
全
偶
或
は
憾
で
の
枇
合
的
文
化
的
諸
過
程
に
、
縫
ロ
却
を
し
に
遁
縦
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
如
何
左
る
永
久
的
傾
向
或

は
方
向
を
も
認
め
よ
弓
と
し
左
い
J

夫
れ
は
枇
曾
的
及
び
歴
史
的
諸
過
穏
は
、
常
に
一
十
同
一
線
に
泊
ふ
て
進
行
せ
ね
ば
怒
ら
な
い
と
も
、

祉
舎
的
文
化
的
現
到
の
形
式

第
四
十
六
巻

五
C
五

第
四
競

七



世
舎
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

五

C
r
h

第
四
銃

，'.. 

叉
は
螺
紋
欣
的
に
、
又
は
循
環
的
に
、
又
は
何
れ
か
の
軍
一
友
方
向
或
は
仕
方
に
於
て
進
行
せ
ね
ば
友
ら
た
い
と
も
、
主
張
す
る
の

で
左
い
。
此
の
型
或
は
典
担
の
理
論
に
よ
れ
ば
、
或
枇
曾
的
過
程
は
全
際
的
に
、
又
他
の
一
札
舎
的
過
程
は
部
分
的
に
、
賓
際
上
一
直

川
酬
に
沿
ふ
て
進
行
す
る
が
、
併
し
夫
れ
は
只
一
定
の
限
界
内
に
於
て
ピ
あ
っ
て
、
共
の
限
界
を
越
へ
て
は
、
或
場
庭
で
は
曲
秘
的
に
、

他
の
場
庭
で
は
不
規
律
な
振
動
に
於
て
、
其
他
の
揚
庭
で
は
波
動
欣
及
び
共
の
他
の
種
K

友
形
式
に
於
て
進
行
す
る
の
で
あ
る
。
要

ず
る
に
枇
合
的
文
化
的
過
科
は
、
共
の
型
に
於
て
は
生
命
共
物
と
同
町
慨
に
多
種
多
様
で
あ
り
、
最
高
の
人
間
的
天
才
の
活
動
と
同
等

に
輩
出
品
で
、
創
治
的
で
あ
る
可
き
で
あ
る
か
ら
、
芳
し
事
賓
上
、

一
切
の
祉
合
的
過
税
が
一
の
現
論
家
の
制
限
さ
れ
た
る
現
性
或
は

E
、
]
一
一
一
一

z

a

無
週
刊
古

進
行
さ
せ
た
が
る
紙
記
口
二
の
路

7
、

吋

〉

干
J
1
J

、
1
、

仁
Y

一
江
寸
，
t
L
F

仁
/

の
軌
山
地
引
を
進
行
し
て
尻
町
羽
生
以
ム
税

川
川
作
ユ
'
勺
曹
に

E
J
-
A
Y

A
，

A
‘
む
自

E
5
j
u方

て
貧
弱
で
る
る
と
す
れ
ば
、
夫
れ
は
賞
に
脊
怪
た
現
象
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

か
く
て
務
易
的
或
は
創
法
的
再
起
型
或
は
反
復
引
は
、
他
の
二
種
の
型
と
は
異
た
っ
て
.
特
に
充
の
三
黙
を
強
調
す
る
の
で
る
る
。

第
一
黙
H

今
永
久
的
友
一
の
線
般
的
傾
向
と
云
ふ
様
な
も
の
は
存
在
せ
十
、
又
も
ら
/
¥
の
方
向
は
鐙
化
ず
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
歴
史
的
及
び
枇
曾
的
諸
過
程
は
絶
へ
や
、
元
の
主
題
或
は
一
光
の
主
慣
の
常
に
新
し
き
務
異
、
要
易
に
従
ふ
て
行
く
。
そ
う
し
て

か
L
る
意
味
に
於
て
、
祉
曾
的
及
び
歴
史
的
諸
過
程
は
策
異
を
以
て
満
た
さ
れ
、
夫
れ
の
金
槌
に
於
て
議
見
さ
れ
る
と
と
は
稀
れ
で

あ
る
。
又
か
L

る
意
味
に
て
、
歴
史
は
全
棋
と
し
で
決
し
て
繰
り
返
さ
や
、
会
歴
史
的
過
程
は
夫
れ
の
存
在
の
何
れ
の
射
に
於
て
も
、

一
の
望
調
的
一
度
的
方
面
、
恐
ら
く
は
只
夫
れ
の
預
見
不
可
能
性
に
於
て
の
み
預
見
し
得
ら
れ
る
一
方
面
を
有
す
る
の
で
る
る
。
そ

う
し
て
そ
う
で
あ
る
限
り
、
務
易
的
或
は
創
造
的
再
起
型
或
は
反
復
型
の
概
念
は
皐
濁
論
的
歴
史
概
念
と
一
致
し
て
居
る
の
で
あ

る
。
併
し
既
に
述
べ
し
如
く
、
軍
調
的
一
度
的
方
面
を
有
す
る
諸
遁
程
は
、
全
然
軍
澗
的
一
度
的
原
料
の
み
で
織
ら
れ
て
居
る
も
の



で
友
く
、
再
起
的
及
び
反
復
的
諮
要
素
を
も
有
す
る
。
そ
う
し
て
共
等
の
過
程
が
皐
位
に
於
て
か
、
本
聞
に
於
て
か
、
時
間
に
於
て

か
、
此
等
の
諸
国
素
の
表
干
数
に
於
て
か
、
現
資
に
繰
り
返
さ
れ
る
共
の
範
白
内
に
於
て
、
締
ノ
ロ
却
的
反
復
型
の
慨
念
は
、

一
切
の
過

程
を
給
制
刈
的
叉
は
相
劃
的
に
再
起
的
反
復
的
と
見
る
循
環
均
一
酬
と
共
鳴
し
、
叉
↑
過
程
の
一
部
分
に
於
て
、
且
つ
制
限
さ
れ
た
る
期
間

q
ユ
ア

9
4ヘ
ド

内
に
於
て
線
状
的
傾
向
を
認
め
る
こ
と
に
於
て
は
線
状
論
者
の
見
地
と
合
致
す
る
が
、
併
し
共
等
の
人
々
の
主
製
た
る
諸
主
張
に
封

し
て
、
鋭
〈
反
到
し
て
居
る
。

第
-
一
新
川
川
務
H

却
的
再
起
或
は
民
一
伎
の
概
念
は
、
問
ほ
と
も
h
g
f
v

〈
の
枇
命
的
過
ね
の
級
欣
的
方
向
に
於
け
る
限
界
の
存
布
を
強
調
す
る
。

円
日
れ
が
邸
中
川
J

此
の
慨
念
が
脱
水
論
者
及
び
循
環
論
者
の
概
念
と
根
本
的
に
背
馳
す
る
駅
で
あ
る
つ
循
環
論
者
は
血
(
へ
ら
れ
た
お
方
向

に
於
け
る
限
界
の
存
在
を
承
認
し
な
い
、
或
は
方
向
は
常
に
礎
は
る
が
、
併
し
全
過
程
は
同
一
の
又
は
相
似
の
園
周
を
繰
り
返
し
て

走
る
と
主
張
せ
ざ
る
を
得
た
い
。
然
る
に
之
れ
に
反
し
て
、
愛
易
的
再
起
或
は
反
一
伎
の
概
念
は
、
多
く
の
過
程
は
或
期
間
夫
れ
の
方

向
に
於
て
何
等
著
し
き
挺
動
を
示
さ
や
に
進
行
す
る
が
、
併
し
其
の
傾
向
は
早
晩
一
定
の
限
界
に
到
達
し
、
共
時
に
は
過
釈
は
一
の
新

し
き
方
向
に
時
十
る
も
の
左
る
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
此
の
事
は
、

つ
ま
り
歴
史
及
び
最
と
も
多
〈
の
枇
合
的
過
程
に

於
け
る
、

一
の
永
久
的
な
主
要
線
航
的
傾
向
の
存
在
の
否
定
を
意
味
し
て
居
る
。
全
韓
と
し
て
の
歴
史
に
閲
し
て
は
、
夫
れ
は
ま
だ

完
成
さ
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
か
ら
‘

叉
将
来
は
殻
見
し
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
々
は
人
類
が
導
か
れ
つ
L
あ
る
何
等
か

の
連
続
的
主
要
傾
向
及
び
何
等
か
の
終
川
団
結
が
、
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
知
っ
て
居
な
い
し
、

叉
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
更
に
吾

々
は
祉
曾
的
文
化
的
生
活
の
重
要
た
る
諸
方
面
の
最
と
も
多
く
に
於
て
、
卸
ち
経
済
的
、
政
治
的
、
枇
A
目
的
組
織
に
於
で
、
翠
術
及

ぴ
宗
教
に
於
て
、
道
徳
に
於
て
、
政
治
的
或
は
絞
情
的
周
回
開
の
諸
形
態
に
於
て
、
家
族
及
び
共
他
の
枇
合
的
諸
組
織
に
於
て
、
哲
閣
で

社
合
的
文
化
的
費
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

五

O
七

第
四
競

九



枇
骨
問
的
文
化
的
費
動
の
形
式
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及
び
倫
岨
島
一
・
に
於
て
、
科
事
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
於
て
、
か
h

る
傾
向
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
左
い
。
否
友
之
れ
に
反
し
て
、

五
回
々
は
或
勲
に
於
て
は
、
常
に
新
し
き
、
先
行
者
と
は
質
的
に
異
な
れ
る
、

そ
う
し
て
何
れ
の
線
欣
的
形
式
に
も
還
元
し
得
ら
れ
友

い
も
ろ

1
の
創
造
物
を
見
、
或
耕
に
於
て
は
、
連
績
ず
る
枇
命
的
諸
過
程
が
一
の
線
航
的
傾
向
で
は
な
く
し
て
、
共
の
方
向
に
於

け
る
特
向
及
び
移
動
ゃ
、
反
復
や
、
昇
降
ゃ
、
接
近
及
び
退
却
や
、
諸
種
の
再
起
或
は
再
蹄
等
を
現
は
し
て
居
る
の
を
見
る
の
で
あ

る
。
或
過
程
は
始
め
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
.
相
川
欣
的
方
向
を
有
っ
て
居
る
と
し
て
も
、

か
a
h

る
過
程
は
甚
だ
僅
小
で
あ
る
と
忠
は

札
る
。
向
ほ
又
北
八
の
傾
向
は
将
来
に
於
亡
も
焚
ら
な
い
で

b
ら
ろ
と
は
、
確
信
さ
れ
雄
山
円
。

第
一
二
貼

1
問
調
内
合
的
関
閃
作
川
の
限
却
門
7
0
r
2
4
G
L
甘

口
J

丸山
L

O

L

目
白
日
出
品
日
忠
弘
G
D

帥
ち
自
己
規
制
の
限
川
一
そ
合
議

し
て
居
る
。
此
の
原
現
に
従
へ
ば
枇
命
目
的
文
化
的
過
程
の
草
位
が
集
結
さ
れ
統
一
化
さ
れ
て
居
る
時
に
は
、
過
程
の
方
向
に
於
け
る

鑓
動
は
、
只
外
部
的
諸
勢
力
の
干
沙
に
よ
り
て
惹
起
さ
れ
る
だ
け
で
泣
く
、

又
夫
れ
は
さ
ほ
ど
重
大
友
も
の
で
た
〈
、
根
本
的
に
は

過
程
共
物
の
内
部
的
諸
勢
力
に
よ
り
て
、
ヌ
単
位
の
本
性
に
よ
り
て
惹
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
有
機
躍
の
生
命
活
動
は
、

外
部
的
事
境
或
は
外
部
的
諸
勢
力
の
如
何
に
拘
ら
や
、
有
機
障
の
死
亡
を
生
宇
る
の
と
ま
さ
し
く
同
織
に
、
統
一
化
さ
れ
た
る
軍
位

に
於
て
行
は
れ
、

一
定
の
み
向
に
於
て
進
動
ず
る
何
れ
の
社
合
的
文
化
的
過
程
も
、
此
の
活
動
共
物
の
力
に
よ
り
て
、
過
程
の
軍
位

及
び
夫
れ
の
方
向
を
費
動
さ
せ
る
「
諸
勢
力
」
或
は
「
諸
原
因
」
を
設
生
す
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
一
の
過
程
の
何
れ
の
輿
へ

ら
れ
た
る
方
向
も
、
夫
れ
自
身
の
終
り
を
資
ら
し
、
叉
他
の
方
向
に
よ
り
て
と
り
代
は
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ツ
ロ
キ
シ
は
以
上
述
べ
来
り
し
如
く
に
、
社
合
的
文
化
的
週
程
の
概
念
を
精
確
に
規
定
し
、
叉
同
過
程
の
形
式
を
詳
し
く
分
類
し
た
の
で
あ
る
が
、

彼
は
彼
の
大
著
作
「
枇
曾
的
及
び
文
化
的
動
準
」
に
於
て
、
其
年
の
過
程
の
詰
形
式
或
は
も
ろ
/
¥
の
型
に
就
て
論
究
し
よ
う
と
す
る
諸
問
題
を
、
彼
自



か
ら
左
の
如
く
に
列
挙
し
て
居
る
。
「
祉
曾
的
文
化
的
生
活
は
此
等
市
過
程
の
も
ろ
/
¥
の
型
自
何
れ
に
織
り
込
ま
れ
て
居
る
か
。
此
等
の
過
程
の
も

ろ

f
l
の
型
は
蝕
て
祉
曾
的
文
化
的
生
活
の
巾
に
現
ほ
円
い
て
居
る
か
、
若
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
夫
札
は
如
何
な
る
割
合
に
於
て
、
又
何
れ
の
諸
分
野

に
於
て
川
、
あ
る
か
。
比
等
り
型
。
何
引
い
の
も
の
が
、
一
定
心
文
化
及
び
時
代
の
心
性
に
於
て
特
に
文
配
的
勢
力
を
仮
ふ
て
居
る
か
、
又
夫
れ
は
如
何
な

る
理
由
に
よ
り
て
い
A

あ
る
か
。
奥
へ
ら
れ
た
る
丈
化
の
精
神
に
於
け
る
此
等
の
型
の
各
々
の
出
現
及
び
優
勢
に
於
て
動
指
或
は
援
動
が
あ
る
か
、
若
し

一
の
奥
へ
ら
れ
た
る
概
念
印
ち
線
状
的
、
或
は
循
環
的
、
或
は
同
盟
凶
知
的
再
起
一
反
復
的
概
怠
は
、
何
れ
の
時
期
或
は
時
代
に
於
て
、
又

如
何
な
る
理
由
に
よ
り
て
支
配
的
勢
力
を
振
-
山
て
居
る
か
。
し

あ
る
と
す
札
ば
、

何
ぽ
ソ
ロ
キ
ン
ぱ
彼
内
一
「
枕
合
的
及
び
文
化
的
劫
担
」
令
緯
の
目
標
崎
、
主
と
し
て
希
峨
縮
局
文
化
及
ぴ
商
浮
文
化
に
於
け
る
仕
合
的
文
化
的
動
操
或

は
狸
勤
(
西
和
一
沼
前
六
百
年
頃
か
ら
現
時
に
至
る
主
で
の
大
凡
三
千
五
百
年
聞
の
費
動
に
注
意
を
集
中
し
て
)
を
研
究
す
る
こ
と
に
あ
る
と
一
五
ひ
、
一
史

に
持
の
収
挽
ふ
主
張
な
る
諸
問
溜
か
克
刈
如
〈
に
川
町
唱
し
て
付
品
。

山
希
雌
羅
渇
文
化
及
び
闘
洋
文
化
は
論
理
的
に
統
一
化
さ
れ
集
結
さ
れ
て
居
た
か
。
必
若
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
如
何
な
る
も
ろ

f
、
大
前

提
を
中
心
と
し
て
、
共
等
の
文
化
は
統
一
化
さ
れ
集
結
さ
れ
て
居
た
か
o
m川
文
化
の
ニ
百

Z
S
F
g
p
]
Z
T
3
ニ
呂
羽

0
2己
目
立
言
及
び

p
o
冨

=z

q
胃
の
諸
原
理
(
侃
し
ソ
ロ
キ
ン
は
文
化
の
典
型
を
根
本
的
に
右
の
一
一
一
積
に
大
別
す
る
の
で
あ
一
る
が
、
其
等
の
術
詩
は
筒
直
に
邦
語
に
諜
し
難
い
。
彼

は
ア
イ
デ
ィ
ア
シ
ヨ
ナ
ル
と
一
五
ふ
語
を
彼
湖
特
の
志
味
に
用
ひ
、
又
セ
ン
セ

1
ト
と
一
耳
ふ
詩
は
彼
の
新
治
語
で
あ
る
)
は
、
共
等
の
文
化
の
統
一
化
の
諸

問
題
を
解
決
す
る
鍵
を
奥
へ
る
か
。
凶
著
し
此
等

ω
諸
原
理
が
其
の
鍵
を
典
へ
る
と
す
れ
ば
、
此
等
の
諸
原
理
は
概
務
者
在
し
て
、
其
等
の
文
化
を
荷

ふ
も
の
の
科
搭
及
び
哲
皐
、
護
術
及
び
道
徳
、
法
律
及
び
政
治
、
純
情
的
及
び
枇
合
的
組
織
、
心
理
及
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
等
の
主
要
な
る
諸
形
態
を
よ

〈
了
解
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
。
向
其
等
の
文
化
に
於
げ
る
論
理
的
意
味
的

(-3告
の

3
E
Eコ
吉
岡
『
乙
此
の
術
語
も
ソ
ロ
キ
シ
縄
特
の
意
味
に

解
さ
れ
て
居
る
も
の
)
統
一
化
、
集
結
化
は
凶
果
的
函
数
的
統
一
化
に
伴
な
は
れ
て
居
た
か
。
山
川
其
等
の
文
化
及
び
夫
れ
の
主
要
な
る
誇
匝
割
或
は
諸

部
門
は
、
夫
れ
の
優
勢
的
文
化
典
明
に
関
し
て
、
時
の
並
行
中
不
揖
型
的
に
存
績
し
て
暦
た
か
。
又
は
資
質
的
融
由
化
を
受
け
て
居
る
恥
。
若
し
か
L

る醐型

化
を
受
け
て
居
た
と
ナ
れ
ば
、
其
苓
の
文
化
は
何
れ
の
時
期
或
は
時
代
に
於
て
、
主
と
し
て
ア
イ
デ
ィ
ア
シ
ヨ
ナ
ル
、
又
は
セ
ン
セ

l
ト
、
又
は
混
合

的
、
又
は
観
念
論
的
(
但
し
ソ
ロ
キ
ン
は
混
合
的
典
畑
中
に
於
で
、
彼
自
身
の
立
場
か
ら
見
引
い
ぱ
、
概
念
論
的
ア
イ
デ
ィ
ア
リ
ス
チ
ッ
ク
典
型
は
設
と

も
勝
れ
た
る
も
の
と
考
へ
て
居
る
)
で
あ
っ
た
か
。
め
比
等
D
も
ろ
/
¥
円
舞
易
が
行
は
引
い
て
居
た
と
す
る
と
、
其
等
の
文
化
に
於
け
る
主
要
な
る
波

動
及
び
交
代
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
各
文
化
典
型
は
如
何
税
永
横
し
て
居
た
か
。
此
等
の
文
化
典
租
一
の
交
代
に
於
て
、
規
律
的
な
週
期
性
が

社
命
目
的
文
化
的
措
型
動
の
形
式

第
四
十
六
巻

Z
A
C
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社
合
的
文
化
的
現
到
の
形
式

第
四
十
六
巻

五

O 

停
凶
就

視
察
し
得
ら
れ
る
か
。
山
間
此
の
過
往
に
於
け
る
其
等
の
文
化
の
諸
部
門
間
の
閥
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
o

其
生
干
の
諸
部
門
は
柚
似
て
同
時
的
に
費
勤
し
て

居
た
か
。
或
部
門
は
他
の
部
門
よ
り
も
よ
〈
早
〈
境
勤
し
ワ

L
あ
っ
た
の
で
な
い
か
。
文
化
的
諸
費
動
の
方
向
に
於
け
る
費
動
は
、
常
に
平
行
的
で
あ

っ
た
か
、
又
は
反
針
的
で
あ
っ
た
か
、

V
A

は
濁
す
一
的
で
あ
ワ
た
か
。
刷
費
動
の
「
諦
原
閃
」
及
び
諸
問
素
は
何
ん
で
あ
っ
た
か
。

ソ
?
キ
ン
が
「
枇
命
目
的
及
び
文
化
的
動
感
」
に
於
て
、
研
究
し
よ
う
と
す
る
根
本
的
諸
問
題
は
、
ゐ
に
述
べ
し
が
如
き
も
の
で
あ
る

が
、
夫
れ
に
よ
り
て
同
著
作
の
目
棋
は
大
鰐
上
問
中
が
得
ら
れ
る
と
川
山
ふ
。
併
し
私
が
本
論
文
に
於
て
、
走
よ
り
特
に
批
判
的
に
考
察

し
た
い
と
忠
ふ
の
は
、

さ
き
に
述
べ
し
訓
ア
引
に
」
む
て
、
只
紋
の
枇
命
日
的
丈
化
的
過
程
の
概
念
の
規
定
及
び
同
過
程
め
形
式
の
分
類

だ
凶
円
で
あ
る
。


